
西湖における効率的なヨーロッパウナギ捕獲方法の検討―Ⅲ 

～ 定置網によるウナギ捕獲の検討と漁獲物 ～ 
                                 

              加地弘一・青柳敏裕  

 

これまでのクニマスOncorhynchus kawamuraeの調査により，ヨーロッパウナギ Anguilla anguillaがクニマス卵

を捕食していることが明らかになり 1-3)，クニマス個体群への影響が懸念されている。当所では西湖漁協に委託し

て，延縄によるヨーロッパウナギの駆除を行っているが，クニマス産卵場がある水深 30mの湖底で 11～2月の厳

冬期に行うため，漁協組合員が通常夏期に水深 10m以内で行うウナギ漁に比べて捕獲効率が極めて悪い（三浦久

組合長，私信）。 

一方，ウナギは成熟に伴い川や湖から海へと下ることが知られている 4)。西湖で捕獲されるヨーロッパウナギ

にも成熟が始まった銀ウナギがしばしば見られることから，秋から冬にかけて降下行動を起こす集団が生じるの

ではないかと考え，西湖からの唯一の流出部である西湖東岸の発電用放水路付近に定置網を設置して，ヨーロッ

パウナギの捕獲試験を実施した。ヨーロッパウナギは 1尾が捕獲されたのみで降下集団を捕獲できなかったが，

初めてクニマス稚魚が捕獲されるなど有用な情報も得られたので，その状況を報告する。 

なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構の「クニマスの保全及び養殖技術に関する研究」として実施した。 
  
材料及び方法 
調査には，袋網部が直径 60㎝×長さ 3m（5mm目合のテトロンラッセルモジ網），袖部が高さ 100cm×長さ 6m

（7mm目合のナイロン網），仕切り網部が高さ120cm×長さ20m（7mm目合のナイロン網）の定置網を用いた（fn-31，

三谷釣漁具店）。定置網の設置場所は，西湖北西の向浜地区に位置する東京電力の西湖発電所取水路入口の西側に

ある前浜の地先とした（図 1）。定置網を設置した地点の水深は約 1mで，岸から約 10m地点から沖合に向け，袋

網が沖側になるように設置した（図 2）。 

設置期間は 2020年 9月 1日から 2020年 12月 11日の 101日間で，3～6日毎に袋網に入った漁獲物の回収を行

った。回収した漁獲物は種類ごとに計数し，ヨーロッパウナギとブルーギル Lepomis macrochirus を除き計数後に

放流した。ヨーロッパウナギは全長，体重，水平眼径及び垂直眼径を測定し次式により eye index5)を算出した。 

eye index = [(a+b)/4]2×π/TL×100 ただし，a：水平眼径(mm)，b：垂直眼径(mm)，TL：全長(mm)。 

 

 

 

図 1 定置網設置地点                  図 2 定置網の設置風景 
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さらに，捕獲したウナギは，16SrRNA のシークエンス解析による種判別（（株）生物技研委託）と，耳石による

年齢査定（（株）マリノリサーチ委託）を実施した。ブルーギルはその場で殺処分した。マス類（ヒメマスO.nerka

またはクニマス）は一部を持ち帰り，魚体測定の後 PCRによる種判別 6)を行った。 

 

結果 
調査期間中，7科 14属 14種の魚類と甲殻類 1種が捕獲された（表 1）。 

ヨーロッパウナギは 11月 20日に 1尾が捕獲されたのみで，全長 887mm，体重 1,387g，年齢 34歳であった。

体側が銀白色を呈し，eye-indexが 16.6であったことから銀ウナギと判断された。 

最も捕獲尾数が多かったのはテナガエビで 378 尾，次にヌマチチブ Tridentiger brevispinis 338 尾，ワカサギ

Hypomesus nipponensis 245尾であった。捕獲回数はヌマチチブとオオクチバスMicropterus salmoidesが最も多く，

29 回中 27 回で捕獲された。ドジョウ類が 7 尾捕獲されたが，これらは形態的特徴からカラドジョウ Misgurnus 

dabryanusと同定された。 

マス類（ヒメマスまたはクニマス）が 32尾捕獲された。9月中の捕獲した 6尾は全て未成熟の成魚であった。

10月以降に抱卵メスまたは排精オスが捕獲されるようになり，合計 21尾の成熟魚が捕獲された。成熟魚のうち，

外観から養殖ヒメマスと推定し持ち帰らず放流した2尾を除きPCR判別を行った結果，全てがヒメマスであった。

ヒメマスは 10月 29日が最も多く 6尾の成熟魚を捕獲した。なお，未成熟の成魚 8尾は外観から養殖ヒメマスと

推定されたため持ち帰らず放流した。マス類稚魚が 3尾捕獲され，PCR判別の結果，11月 9日に捕獲された 1尾

はクニマスであった。クニマスは全長 11.9cm（体長 9.6cm），体重 11.4gのオス（生殖腺の外観から判定）で，こ

れまでの調査で捕獲されたクニマスの中で最小個体であった。 

 

表 1 定置網による捕獲状況 

網揚日
回収
回次

設置
日数

成
熟

未
成
熟

稚
魚

1
+
以
上

0
+

9月3日 1.97 1 2 1 4

9月7日 1.86 2 4 1 19 1 1 11

9月10日 1.91 3 3 1 15 1 3 8

9月14日 1.87 4 4 15 1 15 71

9月17日 1.81 5 3 1 12 6 12

9月20日 1.72 6 3 1* 1 1 3 45

9月24日 1.62 7 4 1 5 19 1 1

9月29日 1.54 8 5 5* 1 3 1 3 2

10月2日 1.48 9 3 121 1 1

10月6日 1.39 10 4 1 1 3 4 1

10月9日 1.40 11 3 1 1 5

10月12日 1.66 12 3 1 1 1 1 3 9

10月15日 1.70 13 3 1 1 1 2 6

10月19日 1.62 14 4 1* 3 2 2

10月22日 1.55 15 3 1 1 1 5 3

10月26日 1.47 16 4 3 11 1 1 4

10月29日 1.39 17 3 6 1 5 6 2

水位
(m)

ブ
ル
ー

ギ
ル

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ウ
ナ
ギ

ワ
カ
サ
ギ

ク
ニ
マ
ス

オ
イ
カ
ワ

ヘ
ラ
ブ
ナ

カ
ラ
ド
ジ
ョ

ウ

ナ
マ
ズ

テ
ナ
ガ
エ
ビ

ヒ
メ
マ
ス

オ
オ
ク
チ
バ
ス

カ
マ
ツ
カ

コ
イ

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類

ヌ
マ
チ
チ
ブ

 

 注）網揚日の網掛け部は下弦～新月の期間
         水位は量水標0m（標高899.2m）からの増減値

         ヒメマス欄の*が付いた個体はPCR判別を行わず放流した個体（外観からヒメマスと推定）
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表 1（続き） 定置網による捕獲状況 

網揚日
回収
回次

設置
日数

成
熟

未
成
熟

稚
魚

1
+
以
上

0
+

11月2日 1.31 18 4 1* 47 1 1 16 7

11月4日 1.28 19 2 9 1 1 9 2

11月9日 1.19 20 5 2 1 5 2 2 12 23 34

11月13日 1.14 21 4 2 1 10 1 7 58 10

11月17日 1.08 22 4 1 1 4 2 1 3 27 25

11月20日 1.07 23 3 1 1 1 6 2 3 18 26

11月24日 1.02 24 4 1 1* 2 4 2 1 9 1 33 30

11月27日 0.99 25 3 1* 8 5 1 2 8 1 38 22

11月30日 0.97 26 3 10 5 2 1 8 1 10 9

12月3日 0.92 27 3 8 2 8 17 14

12月7日 0.80 28 4 1 2 19 4 11 21

12月11日 0.70 29 4 4 32 2 1 1 20 5
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考 察 

新潟県魚野川のやな調査では 1996年から 1998年にかけて捕獲された下りウナギの 93.6%がヨーロッパウナギ

であり，ニホンウナギ Anguilla japonicaと同じ時期に産卵降下行動を起こしていたことから，交雑などニホンウ

ナギへの影響が懸念されている 9)。魚野川の例では降下行動は 8月中旬から 11月にかけて，特に月齢が下弦から

新月にかけての期間に起こり，降下の引き金として水位の増加と水温低下が挙げられている。原産地のヨーロッ

パでも同様に秋の産卵降下の要因として水温低下，水位増加（水力発電ダムの放水等）及び月齢が指摘されてい

る 10)。三河湾から海へのニホンウナギの産卵回遊では，下りウナギが多く捕獲される環境要因として，水温が低

下する 11-12月期の月齢や 2日前の風力との相関が挙げられている 4)。 

今回，銀ウナギ（ヨーロッパウナギ）の捕獲は 1尾にとどまり，残念ながら産卵降下群が生じなかったか，ま

たは定置網設置場所が降下回遊ルートを外していた可能性があった。また，捕獲数が少なく環境因子と捕獲状況

の検討は出来なかった。しかし，西湖の駆除事業で捕獲されるヨーロッパウナギのほとんどは産卵降下の準備が

整った銀ウナギであることから，集団での産卵降下行動を起こす可能性は十分考えられ，今後も設置場所などを

検討しつつ定置網調査を継続する必要がある。 

捕獲尾数及び回数が多かったのはテナガエビ，ヌマチチブ，オオクチバスと，沿岸に生息する種であったが，

ワカサギやヒメマス成熟魚が一度に多数採捕されることがあり，これらは沿岸回遊中に捕獲されたものと考えら

れた。西湖では毎年湖畔の漁協養魚池で養成されたヒメマスが放流されているが，これまで成熟したヒメマスが

養魚池からの西湖に流出する水路に回帰したことは少なく，西岸の流入河川である入沢川への遡上も認められて

いない。今回，前浜で捕獲されたヒメマスは多くが成熟しており産卵回遊中とも考えられたが，過去と同様に産

卵遡上は見られなかった。 

また，今回，水深約 1mの沿岸部で初めてクニマスの稚魚が捕獲された。西湖でクニマスが発見されてから 10

合計 1 21 8 2 1 245 73 8 2 8 7 9 18 161 10 3 338 378

捕獲回数 1 1 15 10 5 1 5 5 8 7 3 27 232715

注）網揚日の網掛け部は下弦～新月の期間

         水位は量水標0m（標高899.2m）からの増減値

         ヒメマス欄の*が付いた個体はPCR判別を行わず放流した個体（外観からヒメマスと推定）
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年以上にわたりクニマス調査を実施しているが，これまでクニマス稚魚が捕獲されたことはなく，1,2歳でヒメマ

ス漁業資源に加入するまでの間の生態を検討する上で貴重な知見が得られた。クニマス稚魚は 11月 4日の網上げ

から 9日の間に定置網に入網したことになるが，この間の表層の平均水温は 12.8℃であり，これまでのクニマス

捕獲水温（5-13℃）の範囲内であった。水深 30mの産卵場でふ化したクニマスの生態は不明であったが，ふ化翌

年の秋には孵化場から離れた東岸の沿岸部まで出現する事が明らかになった。今後，クニマス稚魚の生態解明の

ためには，定置網による調査も有効と考えられた。クニマス稚魚が沿岸部で捕獲されたことにより，クニマスを

保全する上でオオクチバスやカワウ等による捕食や，遊漁者による混獲も考慮する必要があるのかもしれない。 
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要 約 
1.  ヨーロッパウナギの効率的な捕獲方法として，定置網による秋の産卵降下集団の捕獲試験を実施した。 

2.  捕獲できたヨーロッパウナギは 1尾で銀ウナギであったが，産卵降下集団の捕獲は出来なかった。 

3.  7科 14属 14種の魚類と甲殻類 1種が捕獲された。テナガエビ，ヌマチチブ，オオクチバスといった沿岸

に生息する種が捕獲尾数，捕獲回数ともに多かった。 

4.  ヒメマス成熟魚が 10月中旬から 12月上旬にかけて捕獲された。西湖では流入河川への産卵遡上は確認さ

れていないが，沿岸帯を広く回遊している可能性があった。 

5.  稚魚期のクニマスが初めて捕獲された。 
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